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地域障害者職業センターにおける支援地域障害者職業センターにおける支援

○○障害のある方に対する支援障害のある方に対する支援
・職業評価、職業リハビリテーション計画の策定・職業評価、職業リハビリテーション計画の策定
・職業準備支援、ジョブコーチ支援・職業準備支援、ジョブコーチ支援
・精神障害者総合雇用支援・精神障害者総合雇用支援

○○事業主の方に対する支援事業主の方に対する支援
・障害者の雇用管理に係る支援・障害者の雇用管理に係る支援
・雇用管理サポート・雇用管理サポート
・事業主支援ワークショップ・事業主支援ワークショップ

○○職業リハビリテーションネットワークの構築職業リハビリテーションネットワークの構築
・ジョブコーチ研修・ジョブコーチ研修
・地域就業支援基礎講座・地域就業支援基礎講座
・職業リハビリテーション推進フォーラム・職業リハビリテーション推進フォーラム
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地域障害者職業センターの利用者の状況地域障害者職業センターの利用者の状況

平成１７年度に地域センターを利用された方は、平成１７年度に地域センターを利用された方は、

障害のある方障害のある方 ２４，８５３人２４，８５３人

事業主の方事業主の方 １１，４７６事業所１１，４７６事業所

（うち中小企業は７割から８割程度）（うち中小企業は７割から８割程度）
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事業主の方が地域センターを利用した契機事業主の方が地域センターを利用した契機

○○安定所からの紹介が最も多い安定所からの紹介が最も多い 約４０％約４０％
（雇用率達成指導を含む）（雇用率達成指導を含む）

○○関係機関からの紹介関係機関からの紹介

○○センターへ直接来所センターへ直接来所
・機構ホームページや職業リハビリテーション推進フォーラムによりセンターを知った。・機構ホームページや職業リハビリテーション推進フォーラムによりセンターを知った。
・メンタルヘルス機関や産業保健スタッフを通じてセンターを知った。・メンタルヘルス機関や産業保健スタッフを通じてセンターを知った。

○○県協会や機構駐在事務所からの紹介県協会や機構駐在事務所からの紹介
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センター利用の主訴（目的）センター利用の主訴（目的）

○○障害者雇用にはじめて取り組むが、どのように進め障害者雇用にはじめて取り組むが、どのように進め
たらよいか分からない。（基盤整備段階）たらよいか分からない。（基盤整備段階）

○○この業務で障害者雇用をしたいが、どのような準備この業務で障害者雇用をしたいが、どのような準備
や配慮が必要か分からない。（推進段階）や配慮が必要か分からない。（推進段階）

○○雇用している障害者が職場で不適応を起こしている雇用している障害者が職場で不適応を起こしている
が、どのように対応したらよいか分からない。が、どのように対応したらよいか分からない。

（職場適応段階）（職場適応段階）

5



地域地域障害者職業センターにおける事業主業務障害者職業センターにおける事業主業務

● 障害者の受け入れに係る一般的援助

● 障害者の受け入れに係る専門的援助

①障害特性等の説明
②個々の障害者の特性等に係る説明
③配置（職務分析）
④人的環境の整備（指導・援助体制の整備，指導方法，

障害別留意事項）
⑤設備・作業環境の整備
⑥各種助成金
⑦コミュニケーション（障害特性別）

● 障害者の受け入れ後の援助

①採用
②配置（障害別ポイント）
③労働条件（障害別の配慮事項）
④労働安全衛生

①職場適応指導
②職務再設計
③配置転換
④人間関係の調整
⑤労働条件見直し
⑥日常生活・健康管理面等での課題に対する援助

障害者の雇用管理障害者の雇用管理

安定所、県雇用開発協会との連携

安定所、県雇用開発協会との連携
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採用企画
障害者雇用のコンセプト
職務・職域のディベロップメント
採用戦略のプランニング

企業の支援ニーズ

受け入れ準備
社内でのコンセンサス形成
雇用管理体制の構築
作業環境設備改善

具体的受け入れ
採用活動・人材確保

職場定着・適応
キャリアアップ
配置転換
他部署・支社への受け入れ拡大

地域センターでの体系的・継続的な支援

評価と計画策定
労働条件・制度のガイダンス
職務分析、事例情報の提供

相談と情報提供
社員への啓発・研修の実施
助成金・機器活用への助言

雇い入れ支援とフォローアップ
ハローワークと連携し人材推薦・マッチング
支援
職場実習制度の提供（職務試行法、ジョブコ
ーチ雇用前支援）
雇用後の課題解決支援（職場適応指導、ジョ
ブコーチ雇用後支援）

提
案
書
の
作
成
・
事
業
主
支
援
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施

事業主支援計画に基づく体系的支援事業主支援計画に基づく体系的支援

7



採用企画
障害者雇用のコンセプト
職務・職域のディベロップメント
採用戦略のプランニング

評価と計画策定
労働条件・制度のガイダンス
職務分析、事例情報の提供

カウンセラーが事業所を訪問、職場環境をアセ
スメントし、職務創出或いは再設計し障害者雇用
の方法を提案します。

○具体的な雇用プランを提供します。

○障害者雇用に係るスケジュールを提供します。

○雇用事例を提供し、具体的なイメージ作りを行
います。

＜基盤整備段階＞

8



障害者雇用プランの提案（例）障害者雇用プランの提案（例）

○○○○○○株式会社における障害者雇用不足数５名についての雇用を推進するため株式会社における障害者雇用不足数５名についての雇用を推進するため
以下のご提案をさせて頂きます。以下のご提案をさせて頂きます。

ⅠⅠ 障害者雇用の取り組み障害者雇用の取り組み
（１）事業所見学（１）事業所見学
平成平成○○○○年年○○○○月月○○○○日に本社及びサービスセンターを見学した内容から可日に本社及びサービスセンターを見学した内容から可能能

な職務を検討。な職務を検討。

（２）基本的な考え方（２）基本的な考え方
「各部署で簡易な仕事を出し合い、仕事や配慮を分担する」「各部署で簡易な仕事を出し合い、仕事や配慮を分担する」

一般の社員が行っていた簡易な作業を障害者の職務として再構成する一般の社員が行っていた簡易な作業を障害者の職務として再構成する
ことは、障害者の職務創出という目的に加え、一般社員がより付加価値のことは、障害者の職務創出という目的に加え、一般社員がより付加価値の
高い作業に取り組めるという利点もあります。障害者の職域を広げるため高い作業に取り組めるという利点もあります。障害者の職域を広げるため
に知的障害者でも可能となる視点で職務設計をすることで、他の障害者でに知的障害者でも可能となる視点で職務設計をすることで、他の障害者で
も雇用の可能性は高まります。も雇用の可能性は高まります。

ご提案書
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作業名 場所 対象障害者 人数

１ 清掃業務 ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 知的障害 ２名

２ 清掃業務及び ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 知的障害、 ３名

クリーニング業務 身体障害

３ 店舗における洗車 中古車販売店 知的障害 数名

４ 事務補助 本社、店舗 身体障害 若干名

Ⅱ 障害者の職務の設計

障害者雇用における可能な職務の案

３：洗車業務は知的障害者の新たな職務として、雇用実績が進んでいます。ご
検討をお願いいたします。
４：安定所からの求人などで随時募集ができると思います。
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時 間 場 所 作 業 名 作 業 手 順 道 具 時 間

8 : 3 0 作 業 場 洗 濯 物 集 配 ２ 人 作 業 ３ ０ 分

更 衣 室 作 業 着 の 回 収 ・ 配 布

9 : 0 0 作 業 場 洗 濯 機 回 転 （ １ 回 目 ） ３ ０ 分 １ ０ 分

洗 濯

9 : 1 0 ﾎ ﾞ ﾃ ﾞ ｨ ｼ ｮ ｯ ﾌ ﾟ 洗 濯 物 集 配 ２ 人 作 業 ３ ０ 分

更 衣 室 作 業 着 の 回 収 ・ 配 布

9 : 4 0 作 業 場 洗 濯 機 回 転 （ ２ 回 目 ） ３ ０ 分 １ ０ 分

洗 濯 乾 燥 機 回 転 （ １ 回 目 ） ４ ０ 分

9 : 5 0 作 業 場 清 掃 ・ 便 器 に 洗 剤 を か け る ホ ー ス ４ ０ 分

ト イ レ ・ ト イ レ ブ ラ シ で こ す る モ ッ プ (ﾄ ｲ ﾚ用 )

・ 水 を ま く ト イ レ ブ ラ シ

・ 洗 剤 を 床 に ま く ﾄｲ ﾚ ｸ ﾘ ｰ ﾅ ｰ

・ デ ッ キ ブ ラ シ が け 雑 巾 （ ２ 枚

・ モ ッ プ が け → 上 ・ 下 用 ）

・ 雑 巾 が け （ 洗 面 所 ・ 便 器 な ど ） デ ッ キ ブ ラ シ

1 0 : 3 0 作 業 場 洗 濯 機 回 転 （ ３ 回 目 ） ３ ０ 分 ２ ０ 分

洗 濯 乾 燥 機 回 転 （ ２ 回 目 ） ４ ０ 分 洗 濯 物 を た た む

1 0 : 5 0 作 業 場 清 掃 ○ 床 ほ う き １ ５ 分

更 衣 室 ・ す の こ を 上 げ 掃 き 掃 除 雑 巾

○ ロ ッ カ ー

・ 水 拭 き

1 1 : 0 5 作 業 場 洗 濯 機 回 転 （ ４ 回 目 ） ３ ０ 分 ２ ０ 分

洗 濯 乾 燥 機 回 転 （ ３ 回 目 ） ４ ０ 分 洗 濯 物 を た た む

1 1 : 2 5 作 業 場 清 掃 ○ 机 ほ う き ３ ０ 分

自 販 機 ・ 雑 巾 が け ち り と り

コ ー ナ ー ・ 水 ぶ き モ ッ プ

○ 床 雑 巾

・ 掃 き 掃 除

・ モ ッ プ が け

・ ゴ ミ 箱 水 拭 き

1 1 : 5 5 作 業 場 洗 濯 機 回 転 （ ５ 回 目 ） ３ ０ 分 ２ ０ 分

洗 濯 乾 燥 機 回 転 （ ４ 回 目 ） ４ ０ 分 洗 濯 物 を た た む

1 2 : 0 0 休 憩

○ ○ ○ 株 式 会 社 様 洗 濯 ・ 清 掃 作 業 ス ケ ジ ュ ー ル 案
（ 洗 濯 機 １ 台 ・ 乾 燥 機 １ 台 人 数 ： ２ 名 ）
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12:00 休 憩

13:00 作 業 場 洗 濯 機 回 転 （ ６ 回 目 ） ３ ０ 分 ２ ０ 分

洗 濯 乾 燥 機 回 転 （ ５ 回 目 ） ４ ０ 分 洗 濯 物 を た た む

13:20 作 業 場 清 掃 ○ 床 掃 除 機 １ ５ 分

休 憩 所 ・ （ 荷 物 を 上 げ て ） 掃 除 機 が け 雑 巾

（ ２ ヶ 所 ） ・ 雑 巾 が け 可 能 な 場 所 の 水 拭 き

13:35 作 業 場 ゴ ミ 収 集 ○ ゴ ミ 収 集 吸 い 殻 用 バ ケ ツ １ ０ 分

ゴ ミ 収 集 ・ 各 ヶ 所 の ゴ ミ 箱 を 全 て 回 収 軍 手

・ 吸 い 殻 回 収 灰 皿 用 雑 巾

吸 い 殻 を バ ケ ツ に 回 収 し 、 灰 皿 を

雑 巾 が け

13:45 作 業 場 洗 濯 機 回 転 （ ７ 回 目 ） ３ ０ 分 ２ ０ 分

洗 濯 乾 燥 機 回 転 （ ６ 回 目 ） ４ ０ 分 洗 濯 物 を た た む

14:05 ﾎ ﾞ ﾃ ﾞ ｨｼ ｮ ｯ ﾌﾟ 洗 濯 物 集 配 以 下 ２ 人 作 業 ３ ０ 分

更 衣 室 作 業 着 の 回 収 ・ 配 布

14:35 ﾎ ﾞ ﾃ ﾞ ｨｼ ｮ ｯ ﾌﾟ 清 掃 ○ 机 机 ３ ０ 分

事 務 所 ・ 水 拭 き 雑 巾

○ 床 床

・ ほ う き 掃 き 掃 除 ほ う き

モ ッ プ が け モ ッ プ

（ 足 拭 き マ ッ ト は は ら え る 日 に 行 う ） モ ッ プ し ぼ り

○ 窓 ち り と り

・ ガ ラ ス ク リ ー ナ ー 吹 き つ け ｶﾞﾗｽｸﾘｰﾅｰ

・ 雑 巾 が け

○ そ の 他 扉 な ど

15:05 作 業 場 洗 濯 物 を た た む １ ０ 分

洗 濯

15:15 ﾎ ﾞ ﾃ ﾞ ｨｼ ｮ ｯ ﾌﾟ 清 掃 ○ 床 ほ う き ４ ０ 分

更 衣 室 兼 ・ 掃 除 機 が け 雑 巾

休 憩 所 ・ モ ッ プ が け ち り と り

○ 机 モ ッ プ

・ 水 拭 き ｶﾞﾗｽｸﾘｰﾅｰ

○ 窓

・ ｶﾞﾗｽｸﾘｰﾅｰ吹 き か け

・ 雑 巾 が け

○ ロ ッ カ ー

・ 水 拭 き

15:55 ﾎ ﾞ ﾃ ﾞ ｨｼ ｮ ｯ ﾌﾟ 清 掃 ○ 便 器 に 洗 剤 を か け る ホ ー ス ４ ０ 分

ト イ レ ○ ト イ レ ブ ラ シ で こ す る モ ッ プ (ﾄｲﾚ用 )

○ 水 を ま く ト イ レ ブ ラ シ
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障害者雇用に係るスケジュールの例

Ｂ社 ﾊﾛｰﾜｰｸ・職業センター

面 接
採否決定

不採用

求人条件の決定 （給与・職務・待
遇等）

候補者推薦

ジョブコーチ雇用前実習（約１ヶ月）

採否決定

雇用契約

不採用

ジョブコーチによる支援

フォローアップ雇用

職務内容の洗い出し・設定

サポート講習会受講

候補者再考

Ｂ社 ﾊﾛｰﾜｰｸ・職業センター

面 接
採否決定

不採用

求人条件の決定 （給与・職務・待
遇等）

候補者推薦
面 接
採否決定

不採用

求人条件の決定 （給与・職務・待
遇等）

候補者推薦

ジョブコーチ雇用前実習（約１ヶ月）

採否決定

雇用契約

不採用

ジョブコーチによる支援

フォローアップ雇用

ジョブコーチ雇用前実習（約１ヶ月）

採否決定

雇用契約

不採用

ジョブコーチによる支援

フォローアップ雇用

職務内容の洗い出し・設定

サポート講習会受講

候補者再考
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相談と情報提供
社員への啓発・研修の実施
助成金・機器活用への助言

受け入れ準備
社内でのコンセンサス形成
雇用管理体制の構築
作業環境設備改善

＜推進段階段階＞

カウンセラーが個別企業を訪問し、社員へ
の啓発、研修を実施します。

（プログラム例）
１ 障害者職業センターの業務
２ 障害者雇用について（法律や援護制度）
３ 障害者とは（身体・知的・精神障害の種類）
４ 雇用・職場定着に向けた視点
・障害の特性を理解する
・1人1人の特性を理解する
・仕事をする中で能力を育てていくという視点
・社会的な支援を得る
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具体的受け入れ
採用活動・人材確保

職場定着・適応
キャリアアップ
配置転換
他部署・支社への受け入れ拡大

雇い入れ支援とフォローアップ
ハローワークと連携し人材推薦・マッチング
支援
職場実習制度の提供（職務試行法、ジョブコ
ーチ雇用前支援）
雇用後の課題解決支援（職場適応指導、ジョ
ブコーチ雇用後支援）

＜受け入れ・適応段階＞

○ 作業手順書等の支援ツールを提供し、
円滑な職務の遂行を支援します。

○ ジョブコーチを派遣し、職場への適応
を支援します。また、職場の同僚等に支
援方法などを伝え、事業所自身で障害者
を支える体制（ナチュラルサポート）作りを
支援します。

○ 支援終了後もカウンセラー、ジョブ
コーチが事業所訪問、適応状況を把握し
必要な支援を行います。
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場 所 道 具 作 業 内 容

シンク 洗浄(せんじょう)
殺菌剤(さっきん

ざい)

①シンクのゴミを取る
②シンクの下のせんを閉める。（ 下にする）
③トレイをたてにして入れる。（シンクの黒い線位まで）
④お湯の温度を４８度にして、お湯を入れる。
⑤洗浄(せんじょう)殺菌剤(さっきんざい)を３袋、お湯の中に入れる。
⑥シンクにお湯が一杯になったら、お湯を止める。
⑦トレイに一枚ずつ、すき間を作り、洗浄(せんじょう)殺菌剤(さっきんざ

い)にひたす。
⑧ひたしたら、すぐ水でサッと泡を洗い流す。
⑨赤いカゴ（４台重ねて高さを高くする）に、洗ったトレイを

重ねて置く。
⑩トレイを２回に分けて洗浄する時は、
トレイをたてにして入れた後、上下をひっくり返してひたす。
⑪全部洗ったら、シンクのお湯を捨てる。
⑫トレイを持てるだけ持ち、たてにして水を切る。
⑬トレイ置き場に持って行く。
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手順 ＜守ること･注意すること＞

①３本の中身を捨て→５つに分解

注ぎ口を自分の方へ 注ぎ口を閉じた状態で上ふた 中ふたをはずす

左手でハンドルを左へまわす はずす

ゴムパッキンをぬく ５つのパーツに分解

コンディメントピッチャーの洗いかた・漂白・冷蔵庫へ
コンディメントピッチャーは３種類
無脂肪乳（ＮＯＮＦＡＴ ＭＩＬＫ）･牛乳・コーヒー用ミルク

用意するもの
※専用ブラシ・洗剤・白のバケツ・漂白剤・黒トレイ・青ダスター・アルコール

19



②筒、取って、上ふた、中ふた、ゴムパッキンを洗う

専用ブラシでガシャガシャ１５秒くらいこする

③すすぐ

④漂白する

３本の筒に水を満杯 漂白剤キャップに３杯 よくすすぐ

バケツに６リットル

アルコール消毒 組み立て 乾いた青ダスターを敷き

下向きに置く→冷蔵庫へ

10 分

以上
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雇用管理上の課題について理解の促進、解決（１）雇用管理上の課題について理解の促進、解決（１）

○○定期的に講座を開催し、人事・労務担当者に必要な定期的に講座を開催し、人事・労務担当者に必要な
講座を受講してもらう。講座を受講してもらう。

（講座例）（講座例）
第第11回回 『『うつ病の基礎知識と職リハサービスの実際うつ病の基礎知識と職リハサービスの実際』』
第第22回回 『『知的障害者の基礎知識と職業生活知的障害者の基礎知識と職業生活』』
第第33回回 『『聴覚障害者の雇用管理聴覚障害者の雇用管理』』
第第44回回 『『障害者の採用面接実践講座障害者の採用面接実践講座』』
第第55回回 『『身体障害者・中途障害者の雇用管理身体障害者・中途障害者の雇用管理』』
第第66回回 『『精神障害者（統合失調症者）の雇用管理精神障害者（統合失調症者）の雇用管理』』
第第77回回 『『事務的職務における障害者雇用（知的障害者・発達障事務的職務における障害者雇用（知的障害者・発達障

害者、精神障害者等多様な障害者への展開）害者、精神障害者等多様な障害者への展開）』』
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雇用管理上の課題について理解の促進、解決（２）雇用管理上の課題について理解の促進、解決（２）

○○同業種或いは共通課題を有する事業所の人事・労同業種或いは共通課題を有する事業所の人事・労
務担当者によるグループ討議（事業主支援ワーク務担当者によるグループ討議（事業主支援ワーク
ショップ）ショップ）

（共通課題の例）（共通課題の例）

・老人保健施設における職務の創設と雇用管理上の留意事項・老人保健施設における職務の創設と雇用管理上の留意事項

・業務に附随して生じる顧客に対する接遇、マナーの向上につ・業務に附随して生じる顧客に対する接遇、マナーの向上につ
いていて

・休職中の従業員に対する労務担当者の求められる役割・休職中の従業員に対する労務担当者の求められる役割

・職場復帰事例の検討・職場復帰事例の検討
23



支援事例１（支援事例１（基盤整備段階からの支援）基盤整備段階からの支援）
○○Ａ総合病院（従業員１６０名）Ａ総合病院（従業員１６０名）

○○院長が地域への貢献の一環として、障害者雇用を推進する方針を打ち出院長が地域への貢献の一環として、障害者雇用を推進する方針を打ち出
した。した。

ＳＴＥＰ１ＳＴＥＰ１ 職務の設計職務の設計：カウンセラーが職場環境のアセスメントを実施。１日：カウンセラーが職場環境のアセスメントを実施。１日
の作業スケジュールを作成した上で院内清掃作業にて知的障害者の雇の作業スケジュールを作成した上で院内清掃作業にて知的障害者の雇
用を提案。用を提案。

ＳＴＥＰ２ＳＴＥＰ２ コンセンサスの形成コンセンサスの形成：院長の声かけで、清掃業務職員及び清掃区：院長の声かけで、清掃業務職員及び清掃区
域の病棟職員全員に対して、知的障害者の雇用に関する研修を実施。域の病棟職員全員に対して、知的障害者の雇用に関する研修を実施。

ＳＴＥＰ３ＳＴＥＰ３ 作業の明確化作業の明確化：ＪＣが設定した職務を体験した上で手順書等支援：ＪＣが設定した職務を体験した上で手順書等支援
ツールを作成。ツールを作成。

ＳＴＥＰ４ＳＴＥＰ４ 支援の実施支援の実施：支援上の課題、環境への適応を図るため、３カ月間：支援上の課題、環境への適応を図るため、３カ月間
のＪＣ支援を実施。同時に、職場でのナチュラルサポートの形成を支援。のＪＣ支援を実施。同時に、職場でのナチュラルサポートの形成を支援。

ＳＴＥＰ５ＳＴＥＰ５ フォローアップフォローアップ：支援終了ご６カ月、月２回程度の事業所訪問によ：支援終了ご６カ月、月２回程度の事業所訪問によ
り適応状況の把握。り適応状況の把握。
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年 月 日 （ ） 年 月 日 （ ）

E20８

□ 雑巾かけ ◆窓
◆ベッド ◆たんす ◆壁

□ ほうき（はしまで！）
□ 洗面台
□ モップ（はしまで！）
□ ごみ箱

E20８

□ 雑巾かけ ◆窓
◆ベッド ◆たんす ◆壁

□ ほうき（はしまで！）
□ 洗面台
□ モップ（はしまで！）
□ ごみ箱

E20７

□ 雑巾かけ ◆窓 ◆ドア
◆ベッド ◆たんす ◆壁

□ ﾀｯﾁｺｰﾙ 移動
□ ほうき（はしまで！）
□ 洗面台
□ モップ（はしまで！）
□ ﾀｯﾁｺｰﾙ 戻す
□ ごみ箱
□ モップ洗い

E20７

□ 雑巾かけ ◆窓 ◆ドア
◆ベッド ◆たんす ◆壁

□ ﾀｯﾁｺｰﾙ 移動
□ ほうき（はしまで！）
□ 洗面台
□ モップ（はしまで！）
□ ﾀｯﾁｺｰﾙ 戻す
□ ごみ箱
□ モップ洗い

E20６

□ 雑巾かけ ◆窓
◆ベッド ◆たんす ◆壁

□ ﾀｯﾁｺｰﾙ 移動
□ ほうき（はしまで！）
□ 洗面台
□ モップ（はしまで！）
□ ﾀｯﾁｺｰﾙ 戻す
□ ごみ箱
□ 窓閉める

E20６

□ 雑巾かけ ◆窓
◆ベッド ◆たんす ◆壁

□ ﾀｯﾁｺｰﾙ 移動
□ ほうき（はしまで！）
□ 洗面台
□ モップ（はしまで！）
□ ﾀｯﾁｺｰﾙ 戻す
□ ごみ箱
□ 窓閉める

E205

□ 雑巾かけ ◆窓
ベッド ◆たんす ◆壁

□ ﾀｯﾁｺｰﾙ 移動
□ ほうき（はしまで！）
□ 洗面台
□ モップ（はしまで！）
□ ﾀｯﾁｺｰﾙ 戻す
□ モップ洗い

E205

□ 雑巾かけ ◆窓
ベッド ◆たんす ◆壁

□ ﾀｯﾁｺｰﾙ 移動
□ ほうき（はしまで！）
□ 洗面台
□ モップ（はしまで！）
□ ﾀｯﾁｺｰﾙ 戻す
□ モップ洗い

E20３

□ 雑巾かけ ◆窓
◆ベッド ◆たんす ◆壁

□ ﾀｯﾁｺｰﾙ 移動
□ ほうき（はしまで！）
□ 洗面台
□ モップ（はしまで！）
□ ﾀｯﾁｺｰﾙ 戻す
□ ごみ箱

E20３

□ 雑巾かけ ◆窓
◆ベッド ◆たんす ◆壁

□ ﾀｯﾁｺｰﾙ 移動
□ ほうき（はしまで！）
□ 洗面台
□ モップ（はしまで！）
□ ﾀｯﾁｺｰﾙ 戻す
□ ごみ箱

E20２

□ 雑巾かけ ◆窓
◆ベッド ◆たんす ◆壁

□ ほうき（はしまで！）
□ 洗面台
□ モップ（はしまで！）
□ ごみ箱
□ モップ洗い

E20２

□ 雑巾かけ ◆窓
◆ベッド ◆たんす ◆壁

□ ほうき（はしまで！）
□ 洗面台
□ モップ（はしまで！）
□ ごみ箱
□ モップ洗い

E20１

□ 雑巾かけ ◆窓
◆ベッド ◆たんす ◆壁

□ ほうき（はしまで！）
□ 洗面台
□ モップ（はしまで！）
□ ごみ箱

E20１

□ 雑巾かけ ◆窓
◆ベッド ◆たんす ◆壁

□ ほうき（はしまで！）
□ 洗面台
□ モップ（はしまで！）
□ ごみ箱
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・
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リヨウシャ
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ヘヤ
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イガイ

から掃除
ソウジ

する

ゴム手袋
テブクロ
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モップを洗
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ハンブン
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バケツに水
ミズ

を入
イ

れる

掃除
ソウジ

道具
ドウグ

を用意
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食堂
ショクドウ

（洗剤
センザイ

・スポンジ）
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・木
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・金
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をしめる
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アラ

う

水
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窓
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奥
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から真
マ
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ナカ
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ム
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支援事例２（適応段階からの支援支援事例２（適応段階からの支援））

○○ＭスーパーマーケットＭスーパーマーケット
○○青果部門にて、野菜の袋詰め、在庫確認、商品の補充業務に従事する知青果部門にて、野菜の袋詰め、在庫確認、商品の補充業務に従事する知

的障害者の作業量が低調、できばえも不正確。他の従業員からも苦情的障害者の作業量が低調、できばえも不正確。他の従業員からも苦情
が出ている。が出ている。

ＳＴＥＰ１ＳＴＥＰ１ 作業の明確化：作業の明確化：ＪＣが設定した職務を体験した上で手ＪＣが設定した職務を体験した上で手
順書等支援ツールを作成。順書等支援ツールを作成。

ＳＴＥＰ２ＳＴＥＰ２ 支援の実施支援の実施：作業量、正確さの向上を図るため、作成：作業量、正確さの向上を図るため、作成
した作業予定表を改良しつつ３カ月間の支援を実施。同時に、した作業予定表を改良しつつ３カ月間の支援を実施。同時に、
職場でのナチュラルサポートの形成を支援。職場でのナチュラルサポートの形成を支援。

ＳＴＥＰ３ＳＴＥＰ３ フォローアップフォローアップ：支援終了後６カ月、月２回程度の事：支援終了後６カ月、月２回程度の事
業所訪問により適応状況の把握。職場でのキーマンである業所訪問により適応状況の把握。職場でのキーマンである
主任の異動に伴い、新任者に情報提供等の支援を実施。主任の異動に伴い、新任者に情報提供等の支援を実施。

26



①
在 庫

③
順 番

④
補 充

⑤
予定ケース

（チーフに見せる）
⑥

品だし
⑦

片付け

有・無 タマネギ ８００g 多・少 済み 済み ＯＫ

有・無 タマネギ １，５kg 多・少 済み 済み ＯＫ

有・無
タマネギ ２，５kg

多・少 済み 済み ＯＫ

有・無 さつまいも ８００g 多・少 済み 済み ＯＫ

有・無 丸バレイ ７００g 多・少 済み 済み ＯＫ

有・無
メークイン ８００g

多・少 済み 済み ＯＫ

もやし
名水美人

もやし
⑪

済み ＯＫ

⑪
済み ＯＫ

⑪
済み ＯＫ

⑪
済み ＯＫ

⑪
済み ＯＫ

⑨バラ 品だし 片付け

きゅうり
〔冷〕

済み ＯＫ

なす
〔冷〕

済み ＯＫ

ピーマン
〔冷〕

済み ＯＫ

にんじん
〔冷〕

済み ＯＫ

タマネギ
済み ＯＫ

じゃがいも
済み ＯＫ

カゴの中の数

個

本

個

袋

１５－ ＝

２０－ ＝

１５－ ＝

１５－ ＝

－ ＝

作業予定表 月 日（ ） 目標時間 時 分

②
内 容 ・ 本数，グラム ・売場

(^○^)予定表は正確に記入し、作業が終るごとに確実にチェックしましょう。
にんじんを作る時は、包丁を忘れずに！ 終了時間 時 分

１２時 多・少 ＯＫ ／ １時 多・少 ＯＫ ／ ２時 多・少 ＯＫ
３時 多・少 ＯＫ ／ ４時 多・少 ＯＫ ／ ５時 多・少 ＯＫ

１０－ ＝

１０－ ＝

必要な数

本

本

⑧もう一度、売場がいっぱいになったか、見る！！ ＯＫ

⑩ロス分をチーフに聞き、処理する ＯＫ

⑪次の指示をチーフに聞き、作業をする ＯＫ

－ ＝

－ ＝

－ ＝

－ ＝

１２時 多・少 ＯＫ ／ １時 多・少 ＯＫ ／ ２時 多・少 ＯＫ
３時 多・少 ＯＫ ／ ４時 多・少 ＯＫ ／ ５時 多・少 ＯＫ

必要な数―在庫の数＝袋づめの数
冷蔵庫の数

－ ＝
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